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日本音楽学会第68回全国大会　プログラム
大会第１日　10月28日（土）
9:00　　　　   受付開始　場所：２号館（D 棟） 玄関ロビー
9:40〜9:45 開会の辞　２号館（Ｄ棟）２階　D４講義室

Session A

２号館 （D 棟） １階

D１講義室

Session B

２号館 （D 棟） ３階

D２講義室

Session C

２号館 （D 棟） ２階

D８講義室

Session D

２号館 （D 棟） ３階

D６講義室

Session E

２号館 （D 棟） ２階

D４講義室

司会：村田千尋 司会：西村　理 司会：増田　聡 司会：永原恵三 司会：赤塚健太郎
9:50〜10:30 A-1　山口真季子

シェーンベルクによるシ
ューベルト作品分析
――シェーンベルクの所
蔵楽譜における書き込み
を手掛かりに――

B-1　桃井千津子
旋法性音楽のための新た
な分析概念と使用例
――ドビュッシーの《前
奏曲第１集》〈雪の上の
足跡〉を対象として――

C-1　武田康孝
戦前〜戦中期の洋楽放送
における「軽音楽」概念
の変遷

D-1　河内春香
江口隆哉の作品創作にお
ける舞踊音楽

E-1　大高誠二
いかにして拍子は meter
になったのか

10:35〜 11:15 A-2　加藤幸一
無言歌的連作楽曲集
――シューベルトの《即
興曲集》D. 899の検証――

B-2　釘宮貴子
1910年代～1930年代のド
イツ・オーストリアにお
ける日本詩と声楽曲
――ハンス・ベトゲ『日
本の春』（1911）による
声楽曲――

C-2　齋藤　桂
サイレン音のサウンドス
ケープ
――1920～30年代の日本
を例に――

D-2　徳永　崇
柴田南雄のシアター・ピ
ースにおけるハイブリッ
ド性の特徴

11:20〜12:00 A-3　三島　理
ブラームスの作品118及
び作品119を構成する小
曲の配列順位の探究
――カノン群の音程的配
列原理の調査から――

B-3　佐野旭司
創造的音楽家協会
――世紀転換期ウィーン
の音楽界の一断面――

C-3　今野哲也
〈クリムゾンキングの宮
殿〉に見られる「半減7
の和音」の効果
――「反復クリシェ」の
技法の観点から――

D-3　尾崎一成
林光の宮沢賢治オペラに
おけるブレヒト演劇的な
もの

12:05〜12:45 A-4　石原勇太郎
アントン・ブルックナー
の《交響曲第６番》にお
ける調計画
――同時進行する調の流
れの視点から――

B-4　阿久津三香子
アーノルト・シェーンベ
ルク　オペラ《モーセと
アロン》
――構想の変遷と民の属
性の明確化――

C-4　畑　陽子
変容するレゲトン
――米国音楽市場とラテ
ィーノ――

D-4　原　　塁
武満徹のピアノ独奏曲

《フォー・アウェイ》再
考
――セブンス・コードの
使用を中心に――

12:45〜13:45 昼休み
Session Ｆ

２号館 （D 棟） １階

D１講義室

Session G

２号館 （D 棟） ３階

D２講義室

Session H

２号館 （D 棟） ２階

D８講義室

Session I

２号館 （D 棟） ３階

D６講義室

Session J

２号館 （D 棟） ２階

D４講義室

司会：吉川　文 司会：千葉　潤 司会：田崎直美 司会：今田健太郎 司会：松田　聡
13:45〜14:25 F-1　牧野　環

トマス・タリスの典礼用
ラテン語声楽作品全曲の
定旋律技法

G-1　神竹喜重子
19世紀末から20世紀初期
のロシアにおける芸術メ
セナ
――古儀式派の資本家と
私立歌劇場――

H-1　本間千尋
歌の会「カヴォー･ モデ
ルヌ」における既知の旋
律を用いたシャンソン創
作

I-1　武石みどり
大正～昭和初期の楽士た
ち
――汽船、活動写真館か
ら交響楽団へ――

J-1  三島　郁
19世紀のハーモニー理論
におけるゲネラルバスの
意義

14:30〜15:10 F-2　近松博郎
J. パッヘルベルの声楽マ
ニフィカト
──その対位法的書法に
ついての比較研究──

G-2　山本明尚
プロコーフィエフの初期
創作の多面性とその成因

H-2　上田泰史
19世紀初期のフランス・
ピアノ音楽におけるスイ
スのイメージ表象とペダ
ルの用法（1804～1823）
――パリ音楽院ピアノ科
教授 L. アダンと J. ヅィ
メルマンの作品における
ランズ・デ・ヴァーシュ
を中心に――

I-2　柴田康太郎
1920年代の日本における
琵琶映画と小唄映画の興
行

15:15〜15:55 F-3　松橋輝子
ゼレンカのミサ曲におけ
るテクストと楽章構成、
楽器編成、および作曲法
の関係

G-3　菊間史織
スターリン時代の《シン
デレラ》における「奇跡
的な庭」
――プロコフィエフのバ
レエを中心に――

H-3　森　佳子
パリのロッシーニ
――「翻案オペラ」から
グランド・オペラへ――

I-3　白井史人
山田耕筰と映画の音楽
――『戦国群盗伝』（1937）
と『川中島合戦』（1941）
の分析から――

16:00〜16:40 F-4　村田圭代
J. S. バッハのライプツィ
ヒ初頭時代までのカンタ
ータにみられる対位法的
書法の発展

G-4　木本麻希子
S. プロコフィエフの音の
暗号化と芸術的理念
――《ピアノ・ソナタ》
におけるコード略号の音
型分析――

H-4　七條めぐみ
『ガゼット・ダムステル
ダム』紙が映し出す近世
ヨーロッパの音楽文化
――1695年～1720年の音楽
関連広告の調査から――

I-4　藤野純也
1930年代の日本における

「機械音楽」としての初
期電鳴楽器受容
――特許文献と雑誌記事
の分析に基づいて――

17:00〜18:30 総会　共通講義棟（F棟）２階　大講義室２
19:00〜21:00 情報交換会　　大学会館　食堂

パネル１

２号館 （D棟） ２階

D４講義室

21世紀のテレマン像
――没後250年を記念し
て――

コーディネーター兼パネ
リスト：
　佐藤康太

パネリスト：
　加藤拓未
　七條めぐみ
　菅沼起一

パネル２

２号館 （D棟） ２階

D４講義室

作曲家の自筆資料は私た
ちに何を語るか
――着想から
　　　「作品」へ――

コーディネーター兼パネ
リスト：
　池原　舞

パネリスト：
　浅井佑太
　奥村京子
　東川　愛

コメンテーター：
　沼野雄司

※開催時間と会場は変更される場合があります。
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大会第２日　10月29日（日）

9:00　　　　　受付開始　場所：１号館（C 棟）　正面玄関ロビー
Session K

１号館 （C 棟） １階

C３講義室

Session Ｌ

１号館 （C 棟） ２階

C６講義室

Session M

１号館 （B 棟） ２階

B２講義室

Session N

１号館 （A 棟） ２階

A１講義室

Session O

１号館 （C 棟） ２階

大講義室１

司会：武内恵美子 司会：大田美佐子 司会：宮崎晴代 司会：栗原詩子 司会：仲万美子
9:20〜10:00 K-1　加藤いつみ

一節切尺八の奏法に関す
る考察

L-1　奥坊由起子
エドワード・エルガーを
めぐる「イングランドら
しさ」の強化と創出
――両大戦間期の音楽論
を中心に――

M-1　吉川　文
中世の音楽理論書におけ
る音名表記と音組織
――オクターヴ枠とテト
ラコルド構造の関係――

N-1　中村　仁
「実用音楽」から「ハル
モニア」へ
――ヒンデミットにおけ
るハンス・カイザーの影
響――

O-1　井上登喜子
新レパートリー創出と指
揮者
――日・独・米の比較実
証分析――

10:05〜10:45 K-2　鳥谷部輝彦
『東皐琴譜』伝本の分類
試論

L-2　和田ちはる
ハンス・アイスラーのヘ
ルダーリンへの作曲
――「音楽における愚か
さ」の観点から――

M-2　菅沼起一
16世紀後期の管楽奏者に
おける装飾技法とヴィル
トゥオジティ
――ルイージ・ゼノビと
ジローラモ・ダッラ・カ
ーザの資料を中心に――

N-2　小川将也
グィド・アドラーの様式
論再考
――様式概念の分析と背
景の考察――

10:50〜11:30 K-3　栗山新也
三線の製作・流通・社会
的価値付けの諸特徴
――明治期から昭和期ま
でを対象に――

L-3　牧野広樹
青年音楽運動における音
楽実践の位置づけ
――楽師ギルドを中心に
――

M-3　中島康光
J. S. バッハ《フーガの技
法》における作曲手法解
釈の試み

N-3　田邉健太郎
GTTM は分析者の何を
どのように記述したもの
だろうか
――内観主義と知覚主義
の対立について――

11:35〜12:15 K-4 福田千絵
戦前の三曲演奏会で用い
られた新楽器をめぐって

L-4　成田麗奈
普仏戦争以降フランスで
刊行された音楽史書にお
けるフランス音楽優位の
記述
――「現代」の記述に焦
点を当てて――

M-4　桒形亜樹子
J.S. バッハ《平均律クラ
ヴィーア曲集第１巻》に
おけるテンポ設定への提
言
――tempo ordinario の
観点からの一考察――

N-4　井手佑圭子
ドイツの音楽プログラム

「 J e d e m  K i n d  e i n 
Instrument」を対象とし
たアンサンブルにおける
相互行為と音楽の変容過
程の調査

12:15〜13:00 昼休み
13:00〜14:00 大会特別企画　　野村誠氏　トーク＆映像、 パフォーマンス 「コミュニティ ・ ミュージックと作曲家の関わり」　１号館 （C 棟） ２階　大講義室１

Session P

１号館 （C 棟） １階

C３講義室

Session Q

１号館 （C 棟） ２階

C６講義室

Session R

１号館 （B 棟） ２階

B２講義室

Session S

１号館 （A 棟） ２階

A１講義室

Session T

１号館 （C 棟） ２階

大講義室１

司会：仲万美子 司会：福田　弥 司会：松田　聡 司会：清水慶彦 司会：荒川恵子
14:15〜14:55 P-1　井上さつき

米国領事報告から見る近
代日本のピアノ製造

Q-1　野原泰子
ベルリオーズと同時代の
ロシアの音楽家たち
――その交流と創作上の
繋がりをめぐる考察――

R-1　西川尚生
1780年代前半のザルツブ
ルクにおけるモーツァル
ト受容

S-1　信時裕子
大正～昭和前期　五線紙
による作曲年代判定の可
能性
――信時潔文庫整理を終
えて――

T-1　松村洋一郎
西洋クラシック音楽の作
曲家人名情報の移入と定
着に関する調査と分析

15:00〜15:40 P-2　髙久　暁
エタ・ハーリヒ＝シュナ
イ ダ ー の 日 本 滞 在 期

（1941～1949）の演奏活
動をめぐって

Q-2　一柳富美子
知られざるチャイコーフ
スキイ
――日記の未紹介ページ
から――

R-2　福地勝美
モーツァルトのカンター
タ《悔悟するダヴィデ　
KV469》の19世紀におけ
る受容をめぐって、序説
――《復活祭カンタータ》
その他の「改作」を通し
て――

S-2　太田　郁
歌劇《黒船》〈序景〉（1929）
の研究
――1930年代の演奏を中
心に――

15:45〜16:25 P-3　井口淳子
A. ストロークと原善一
郎
――日本の音楽マネジメ
ント史を「外地」との関
わりから読み解く――

Q-3　内藤眞帆
グスタフ・マーラー〈第
2 交響曲〉の管弦楽法
――自作品の改訂作業な
らびに指揮活動との関連
から――

R-3　越懸澤麻衣
劇場から私邸へ
――ベートーヴェンの変
奏曲に関する一考察――

S-3　鈴木亜矢子
別宮貞雄と團伊玖磨の日
本歌曲
――山田耕筰のアクセン
ト理論を起点とした分析
的研究――

16:30〜17:10 P-4　杉山恵梨
戦後日本における西洋古
楽運動の受容
――新聞・雑誌にみられ
る言説をめぐって――

Q-4　伊藤　綾
マックス・レーガー歌曲
の統辞論的研究
――ふたつの《Friede》
op.79c-4 と op.76-25 の比
較分析を通して――

R-4　丸山瑶子
ベートーヴェンの「個人」
様式に対する一試論
――アントン・エーベルル
との比較分析を例に――

S-4　鈴木聖子
小沢昭一と節談説教
――1970年代における声
の文化の復権活動――

17:15〜17:20 閉会の挨拶　１号館（C棟）２階　大講義室１

※大会の１日目と受付場所、研究発表会場が異なりますので、ご注意くだ
さい。また、開催時間と会場は変更される場合があります。

パネル３

１号館 （C棟） ２階

大講義室１

日本の洋楽受容史におけ
るアメリカ
――ヴォーリズ建築の駒
井家住宅（京都）をめぐ
る音楽空間から――

コーディネーター：
　齊藤紀子

パネリスト：
　上野正章
　山形政昭
　津上智実

パネル４

１号館 （C棟） ２階

大講義室１

いま、著作権問題を考え
る

コーディネーター：
　渡辺　裕

パネリスト：
　小岩信治
　長塚真琴
　増田　聡


